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職員向け研修と
利用指導スタッフの育成

東北大学附属図書館 総務課

情報企画係長 米澤 誠

yonezawa@library.tohoku.ac.jp
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1.1 東北大学の特色

13%

25%

43%

19%

人社系
医学系
理工系
研究所

分野別の教員数

東北大学の基本理念

・研究第一主義

・門戸開放

東北大学からの発明

本多光太郎

・KS鋼

八木秀次

・八木アンテナ

田中耕一

・ソフトレーザ脱離イオン化法

西澤潤一

・トランジスタ

・半導体

・ダイオード
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1.2 東北大学附属図書館の特色

附属図書館

本館

医学分館北青葉山分館

工学分館 農学分館

自然科学系分野
の分館が充実

狩野文庫・漱石文庫・
和算関係文庫などの
貴重資料が充実

URL:http://www.library.tohoku.ac.jp/
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1.3 所属係（情報企画係）の仕事

①利用者への
電子的情報サービス

② 学内情報の
電子的整備・発信

・電子ジャーナル
・データベース
・オンライン目録
・各種マニュアル

・古典の電子化
・古地図の電子化
・紀要の電子化
・メタデータ

③ IT時代の
人材育成と企画

そのための

・各種研修の企画
・サービス評価

分館機能を拡充する全学的サービス 貴重資料の電子的情報発信
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2.1 情報探索マニュアル誕生の経緯

全学の講習会で使える
教材作成の提案

担当係だけでは
企画が困難

担当係だけでは
執筆が困難

印刷体作成の
予算的裏付けがない

企画書で図書館幹部の
理解と支援をえる

情報サービスWGを
母体とした拡大WGの設置

情報企画係で企画立案
全学的視野での

OJT的プロジェクト

解決策！

しかし
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2.2 情報探索マニュアルの完成

他1名，合計10名で執筆。

→ 2004版は，合計11名で執筆。

3,500部印刷
詳細については「大学図書館研究」No.69 (2003）
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2.3 職員向け講習会の企画

「情報探索に関する基本的な知識・技能の習得」

上記テキスト執筆陣（執筆章を担当）が中心

「東北大学生のための情報探索の基礎知識」

業務経験2年以下の図書系職員および希望者

目的

講師

テキスト

対象

同内容の講義を3回開催し，
交代で受講できるようにする（6種の講義×3回）

開催方法 サービス系職員
の受講が前提

講師（執筆者）
及び補助者

テキストの説明で
はなく課題実習を
中心に

できるだけ事前に
テキストに目を通
してもらう
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2.4 職員向け講習会の実施

5章
新聞記事
の探し方

米沢

5章
新聞記事
の探し方

米沢

5章
新聞記事
の探し方

米沢

15:15-
16:30

3章
図書雑誌
の探し方

(2)
阪脇

3章
図書雑誌
の探し方

(2)
阪脇

3章
図書雑誌
の探し方

(2)
米沢

13:15-
15:00

3章
図書雑誌
の探し方

(1)
高橋

3章
図書雑誌
の探し方

(1)
高橋

3章
図書雑誌
の探し方

(1)
高橋

10:00-
12:00

7/3 木7/2 水6/30 月

6～7章
専門資料
と事柄

半澤

6～7章
専門資料
と事柄

勝本

6～7章
専門資料
と事柄

半澤

4章
雑誌論文
の探し方

(2)
宗川

4章
雑誌論文
の探し方

(2)
菊地

4章
雑誌論文
の探し方

(2)
勝本

4章
雑誌論文
の探し方

(1)
佐藤（初）

4章
雑誌論文
の探し方

(1)
米沢

4章
雑誌論文
の探し方

(1)
佐藤（初）

7/11 金7/9 水7/7 月

他に補助
2名
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3.1 利用者向け講習会の問題点

各館での実施に
まかされている

実施内容が
標準化されていない

異動直後で実施
担当者がいないこともある

年間の実施スケジュールが
不明確

利用者への周知が
不十分で受講者が少ない

充分な利用者教育が
不可能！

講習内容が不統一
実施担当者の
育成が困難
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3.2 講習会に関する問題点の解決策

利用者への周知が
不十分で受講者が少ない

充分な利用者教育が
不可能

講習内容が不統一
実施担当者の
育成が困難

解決策
年間スケジュールを立て
効果的な広報を行う

年間スケジュールを立て
効果的な広報を行う

『基礎知識』をベース
にして講習内容を統一

『基礎知識』をベース
にして講習内容を統一

各館担当者をマニュアル
作成WG等が支援する体制
各館担当者をマニュアル
作成WG等が支援する体制

解決策！
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3.3 利用者向け講習会の企画案

学部学生（前期） 大学院生学部学生（後期） 教員

対象者

講習会（本館）

講習会（分館）

オリエンテーション

蔵書検索
蔵書検索

データベース
データベース

専門資料
専門資料

オリエンテーション オリエンテーション

蔵書検索
蔵書検索

データベース
データベース

キャンパスの
分野にあった
DBを教材に

キャンパスの
分野にあった
DBを教材に

オリエンテーション

各種ツール説明会

各館担当者が実施

マニュアルWGが
支援

マニュアルWGが
支援

情報企画係が企画

実施担当

専門資料
専門資料

他大学からの
入学生向け

オンデマンド出張講習会
オンデマンド出張講習会

他大学からの
入学生向け

将来的に
実施を企画

各種ツール説明会

新規DB等の
利用促進
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4.1 職員の養成事例(1)

情報探索マニュアルの作成

→基本編の改訂

→自然科学編の作成

情報探索マニュアルの作成

→基本編の改訂

→自然科学編の作成

職員向けの情報探索講習会
の開催

→基本コース

→中級コース

職員向けの情報探索講習会
の開催

→基本コース

→中級コース
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4.2 職員の養成事例(2)

和古書

文書

漱石文庫洋書

マルクス 和算資料

貴重書連続セミナー貴重書連続セミナー

内容

受講者への効用

解説する技術をみがく図書館資料を知る

2004年7月から
開始

各セミナー2回開催
各回15～20名参加

利用者サービスの基礎 展示会などの解説者育成

講師への効用

一般市民向けの展示会・セミナーなどの企画の苗床

図書館への効用
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4.3 職員の養成事例(3)

企画展示OJT企画展示OJT

資料解説の分担執筆により，
資料についての知識を深める

広報資料の作成・広報を通じて，
広報力を高める

企画立案活動を通じて，
企画力を高める

企画展示活動全般を通じて，
地域連携力を高める

メンバーへの効用

図書館への効用
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4.4 職員の養成事例(4)

■情報探索講習会
・基本コース（2004.5）
・中級（自然科学編）コース（2004.9）

■EJ/DB情報交換会［既導入・未導入］
① OVID（2004.5.12）
②Web of Knowledge（2004.5.21）
③ SpringerLink（2004.6.10）
⑤紀伊國屋書店（2004.6.24）

■情報探索ツール説明会［既導入］
① OVID & EndNote（2004.5.26-27）
② SciFinder入門・中級（2004.6.30-7.1）
③Web of Knowledge（2004.7.21）
④Web of Science入門（2004.9）
⑤ CrossFire入門

■EJ/DB情報交換会［未導入］
④ Landolt-Boernstein（2004.6.10）
⑥ GALE Resource Centers（2004.7.16）
⑦ CSA TRD（2004.9）

図書館職員向け 利用者向け

各種講習会・情報交換会の開催各種講習会・情報交換会の開催

中央に劣らない
情報流通を目指す

利用者にも
積極的な情報提供
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4.5 職員の養成事例(5)

総合科目の企画と支援
「情報探索とレポート作成術」

総合科目の企画と支援
「情報探索とレポート作成術」

情報探索の基礎的技能の理解

オンライン目録についての
知識と技能の習得

2次情報データベースについての
知識と技能の習得

電子ジャーナルについての理解

レポート作成方法の理解

文章作成技術の理解

レポート内容の相互チェック

各種参考資料の使い方についての
知識と技能の習得

レポート作成

情
報
探
索
技
能
の
活
用

課題設定

情報探索術

レポート作成術

講習会の経験を
生かした実習支援 情報探索マニュアル

の実地での活用

学習の現場での
経験の蓄積
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教える側（作る側）

5.1 段階的な職員養成

新人研修

貴重書セミナー

情報探索基礎コース

情報探索中級コース

企画展示OJT

展示解説者 総合科目講師 情報探索講師 各種報告会

発信サイト構築OJT

プログラミング講習

総合科目補助者

情報探索マニュアル

教わる側から，習い教える側に教わる側から，習い教える側に

各種情報交換会（業務報告・WG成果報告・出張報告など）
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5.2 利用者教育と利用促進

情報探索の知識と技術

学習支援のできる職員

資料についての知識 企画力

レファレンス力のある職員 企画・展示のできる職員

図書館サービス向上の基盤

図書館を活用できる学生の育成 図書館資料に興味をもつ学生の育成

図書館の利用促進！

その結果可能となるのは

これこそ


